










キーワード ： 「ひと • もの • こと」 構成活動体験的な学び共同的対話




























































































































































































I万ミリー マー トを辟しよう 2贖］［口 ・訊さんと仲良くなってくる→ ように指示する































































































視点をもつことができ t½ また， 自分たちの学びを整
理しながら振り返ることができた。
話し合いにおいては立体地図という構成活動で作成
したものを通して学んだf青報を共有できた。また話し
合うことの場面において立体地図が新たな視点が生ま
れる支援となる。
それによって，単元を通して目標をもって学ぶこと
ができに
翡
今までに十分な構成活動を経験していなかった小学
3年生で立体地図を作成することが難しいと感じた。
各学年に応じて，段階的に構成活動の経験をしていく
ことが必要だと考える。
また，構成活動で作成したものが学びを深めていく
上で非常に大きな影響力を与える。今回立体地図を作
成したことで，建物の高さや大きさ，そして立地条件
について考えを深めることができた。
しかし，逆に道の役割について深く考えることがで
きなかった。そのため，構成活動で作成するものがど
のような教育的価値があり，どのような考えを導き出
すのが］今味する必要があった。
学校全体のカリキュラムや年間計画を含めて，どの
ような構成活動をしていくのかを研究いくべきだと考
える。
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